
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成25年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 計

円 円 円 円 円 円 円 円 円

事業費 7,020,300 116,576,280 150,090,577 22,583,110 87,318,036 65,494,000 70,653,000 85,580,000 605,315,303

交付金額 6,000,000 69,800,000 120,236,000 6,000,000 78,396,000 60,000,000 60,000,000 58,500,000 458,932,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　地域住民及び区長等の地元役員への聞き取り調査の結果、｢道が整備され周辺道路の使い勝手が良くなっ
た｣ 等の回答が得られたことから、周辺道路網の利便性の向上が図られたことが確認できた。
　工事看板に特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を記載し周知した。

　無

　無

事業費 及び 交付 金額

　東富士演習場関連公共用施設（交通施設：市道7533号線)整備事業

　御殿場市長

　御殿場市　柴怒田・水土野　地内

　当事業は、開放地団地へのアクセス道路整備による開発ポテンシャルの向上及び開発促進を図る路線であ
る団地間道路を整備する事業である。新東名高速道路の開通に併せて、整備予定の国道138号と団地間道路
を結び、道路網の利便性を向上させる。

　測量設計 L=500.0m　改良舗装 L=984.0m　用地買収 A=9621.5m2　物件補償 N=1式

　平成25年9月から令和4年3月



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成27年度 平成28年度 平成30年度 令和３年度 計

円 円 円 円 円

事業費 14,610,466 5,294,160 135,256,958 67,155,000 222,316,584

交付金額 9,000,000 4,000,000 102,000,000 54,500,000 169,500,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　地域住民及び区長等の地元役員への聞き取り調査の結果、｢道が整備され
車両の運行が円滑となった｣  等の回答が得られたことから、地域住民の生
活基盤の整備が図られたことが確認できた。
　工事看板に特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を記載し周知
した。

　無

　無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　東富士演習場関連公共用施設（交通施設：市道4102号線外1)整備事業

　御殿場市長

　御殿場市　保土沢　地内

  市道4102・4105号線は工業専用地域内の道路であり大型車両の通行が多
いが、現況幅員では大型車同士のすれ違いが困難な状況である。
　事業を実施することにより、車両の円滑な運行により地域住民の生活基
盤の整備を図る。

　改良舗装 L=618.2m　用地買収 A=1193.8m2　物件補償 N=1式

　平成27年10月から令和3年10月



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成27年度 平成28年度 平成29年度 令和元年度 令和３年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 8,172,360 8,217,720 15,812,280 16,987,300 15,136,000 64,325,660

交付金額 4,500,000 7,000,000 14,000,000 15,000,000 15,000,000 55,500,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　地域住民及び区長等の地元役員への聞き取り調査の結果、｢増水時の法面
崩壊等が発生しなくなった｣  等の回答が得られたことから、排水路の安定
した流水断面が確保されたことが確認できた。
　工事看板に特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を記載し周知
した。

　無

　無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　東富士演習場関連公共用施設（環境衛生施設：トチ畑排水路)整備事業

　御殿場市長

　御殿場市　西田中・栢ノ木　地内

   当排水路は、大雨のたびに増水し河川法面が浸食され、隣接地が崩れる
等の被害が発生している。浸食による倒木もたびたび発生し、河川断面が
確保できず支障をきたしている。
　事業を実施することにより、浸食による法面崩壊を防ぎ、排水路の安定
した流水断面を確保する。

　測量設計 N=1式　排水路工 L=233.8m

　平成27年8月から令和4年2月



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

 ３年度 計

円 円

事業費 170,090,376 170,090,376

交付金額 120,000,000 120,000,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　保育園を利用する児童の保護者へアンケート調査を実施したところ、回
答者の大多数が本事業を行うことにより保育士等の雇用が確保されること
で保育園の定員枠が確保され、安心して働くことができると回答した。ま
た、自由意見については、保育の提供に対する感謝や保育士の更なる処遇
改善を求める意見などがあり、本事業の継続が必要であることが確認され
た。
　地域住民への周知については、過年度より引き続きアンケート用紙に、
この事業には特定防衛施設周辺整備調整交付金が活用されている旨を表
記、事業内容を保育園の利用案内及びホームページに掲載し、周知をして
いる。

　保育士及び調理師の確保を行い、引き続き保護者が安心して働くことが
できる保育環境を整えていく。

　無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　東富士演習場関連特定事業（福祉に関する事業：御殿場市立保育園運営
事業）

　御殿場市長

　御殿場市立東保育園外８園

　御殿場市内にある市立保育園・こども園９園で、保育を必要とする児童
の保護者が安心して働くことができる環境を整えるため、会計年度任用職
員の人件費の助成をすることで保育士と調理師の確保を行い、待機児童を
解消するとともに、市立保育園・こども園における保育環境を整備する。

　公立保育園会計年度任用職員賃金　７５人分

　令和３年７月１日～令和４年３月３１日



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和２年度 令和３年度 計

円 円 円 円 円 円

88,269,850 88,269,850

交付金 70,000,000 95,000,000 165,000,000

市町村費
等

0 0 0

その他 0 0 0

運用益 0 14,000 14,000

計 70,000,000 95,014,000 165,014,000

70,014,000 70,014,000

70,000,000 95,000,000 95,000,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　文部科学省のＧＩＧＡスクール構想に基づき、御殿場市立小中学校の児童生
徒に対する一人一台端末等のＩＣＴ環境が令和２年度中に整えられた。
　御殿場市では、整備されたＩＣＴ環境を活用し、多様な子供たち一人一人に
対して個別最適化され、資質・能⼒が一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境を
引き続き維持していく。
・教育用ＰＣ等１台当たりの児童生徒数1.0人/台（補助事業実施以前:6.5人/
台）

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　東富士演習場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：小中学
校教育用コンピュータ整備事業）

　御殿場市長

市内公立小中学校

市内公立小中学校の教育ＩＣＴ環境の整備

　令和２年度から令和１１年度まで

事業費及び交付金額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額

　令和3年5月1日現在の学校基本調査に基づく児童生徒数（小学校：4,641人、
中学校：2,493）に対し、1.0人/台を維持している。
　具体的には、令和２年度末に一人一台端末の整備が完了したため、令和３年
度は実際に授業等での活用が始まった。従来の教育方法にＩＣＴ機器の活用が
加わったことで、授業の効率化や深い学び、また校務面でのペーパレス化が可
能となっている。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を、市ホーム
ページ、市広報誌、学校から保護者に対して配布される文書等（学校だよりな
ど）に記載し、本事業に係る地域住民への周知を図っている。

整備されたＩＣＴ機器の利活用を進めることで、ＧＩＧＡスクール構想で掲げ
られている「個別最適な学びと協働的な学び」をより一層推進するとともに、
教員の負担軽減等を図っていきたい。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終
期

23～29年度 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 計

円 円 円 円 円 円

1,205,435,276 159,370,287 152,751,619 163,521,450 154,722,050 1,835,800,682

交付金 684,500,000 120,000,000 120,000,000 130,000,000 130,000,000 1,184,500,000

市町村費
等

0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

運用益 1,618,636 48,263 37,200 39,600 42,900 1,786,599

計 686,118,636 120,048,263 120,037,200 130,039,600 130,042,900 1,186,286,599

566,118,636 120,048,263 120,037,200 120,039,600 130,042,900 1,056,286,599

120,000,000 120,000,000 120,000,000 130,000,000 130,000,000 130,000,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

基金残額

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　令和3年度実績は、ＭＲ１期接種率 97.3％ 606人となり、高い接種率を維持してい
る。今後も未接種者への個別通知など、制度をより一層周知していく。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を、市ホームペー
ジ、御殿場市子育て支援サイト、御殿場市こども健康ナビ、各種案内通知に記載し、
本事業に係る地域住民への周知を図っている。

　接種率の向上を図るため、広報紙等により制度の周知に努めるとともに、医療機関
と連携した安全な事業の推進により、感染症の予防、重症化の防止につなげたい。

　無

事 業 費 及 び 交付 金額

　東富士演習場関連特定事業（医療に関する事業：予防接種事業）

　御殿場市長

　各医療機関

　御殿場市では、御殿場市第５次健康増進計画に基づき、乳幼児・児童・生徒に対す
る定期予防接種の費用を公費で負担している。
　予防接種費用の公費負担を行うことにより、接種率の向上が図られ、感染症への罹
患及び重症化の防止が図られる。
　・ＭＲ１期予防接種率９８％（令和３年度）

　各種予防接種費用の助成

　平成２３年度から令和１３年度まで

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

23～29年度 30年度 令和元年度令和２年度 令和３年度 計

円 円 円 円 円 円

2,114,367,993 345,556,460 355,265,400 267,520,180 324,939,600 3,407,649,633

交付金 953,540,000 187,040,000 155,000,000 158,688,000 188,045,000 1,642,313,000

市町村費
等

0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

運用益 2,345,816 75,507 57,982 51,150 52,367 2,582,822

計 955,885,816 187,115,507 155,057,982 158,739,150 188,097,367 1,644,895,822

768,145,816 187,815,507 187,097,982 155,051,150 158,740,367 1,456,850,822

187,740,000 187,040,000 155,000,000 158,688,000 188,045,000 188,045,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　令和３年度実績は、受給資格者証交付率99.19％、助成件数152,170件とな
り、高い交付率を維持している。今後も交付率維持のため、制度をより一層周
知していく。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を、市ホーム
ページ、御殿場市子育て支援サイト、窓口で配布するチラシに記載し、本事業
に係る地域住民への周知を図っている。

　高い受給資格者証交付率を目標に広報紙などにより制度の周知に努め、疾病
の早期発見・治療につなげていきたい。

　無

事業費及び交付金額

　東富士演習場関連特定事業（医療に関する事業：子ども医療費助成事業）

　御殿場市長

　各医療機関

　御殿場市では子育て支援・少子化対策の施策のひとつとして、子ども医療費
受給資格者証を交付し、医療費の助成を行っている。
　本事業をおこなうことで子育て世帯の経済的負担が軽減され、病院を受診し
やすくなり、疾病の早期発見・治療を推進し、子どもの健やかな成長に寄与す
る。
　・受給資格者証交付率99.2％（令和３年度）
　　＊毎年度申請のため交付率99.0％を維持する。

　高校３年生相当年齢までの子どもの入院、通院に係る医療費の助成

　平成２３年度から令和１３年度まで

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和２年度 令和３年度 計

円 円 円 円 円 円

66,337,535 66,337,535

交付金 30,000,000 35,000,000 65,000,000

市町村費
等

0 0 0

その他 0 0 0

運用益 0 6,000 6,000

計 30,000,000 35,006,000 65,006,000

0 30,006,000 30,006,000

30,000,000 35,000,000 35,000,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　令和３年度実績は、肺がん検診受診率27.0%、7,083人であった。胃がん検診
受診率、集団検診4.4％、1,146人、個別検診6.9％、712人であった。今後も新
型コロナ感染症の拡大防止対策に努めながら、受診率の向上と制度の周知に努
める。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を、市ホーム
ページ、各種案内通知に記載し、本事業に係る地域住民への周知を図ってい
る。

受診率の向上を図るため、広報誌等により制度の周知に努めると共に、公民館
等の身近な場所で検診を受けることができる体制を引き続き確保する。

　無

事業費及び交付金額

　東富士演習場関連特定事業（医療に関する事業：各種がん検診等事業）

　御殿場市長

保健センター、各公民館等

　御殿場市では、第５次健康増進計画に基づき、市民健康づくり事業として各種がん検診を実施
しています。
　身近な地域で受けることができるよう各種がん検診（集団検診）を充実させることで、がんの
早期発見及び重症化の防止が図られることを目的としています。
　・肺がん検診受診率48.4％以上（令和３年度）　・胃がん検診（個別検診含む）受診率20.3％
以上（令和３年度）
＊新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開始日程を延期したため、2台体制で対応した

各種がん検診（集団検診）実施の助成

　令和２年度から令和１１年度まで

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額


